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東 月 寒 地 区 町 内 会 連 合 会  

 

 
1） 地区の概要 

農村地帯として発展し、昭和 30 年代から宅地化が進んだ地域。地区内には札幌ドーム、

日本医療大学、豊平体育館、産業技術総合研究所北海道センター、北海道農業研究センター、

森林総合研究所北海道支所、八紘学園、羊ヶ丘展望台、吉田川公園などの施設がある。 
2023 年 7 月 1 日現在の人口は 20,669 人となっている。 

 
2） 災害リスクと課題 

今回の計画は、災害のうち、主に地震についての初期対応を想定して作成している。地区

内の被害として、地震は大半の地区で震度６弱から震度６強が想定されている。 
月寒地区は「月寒断層」という断層のすぐそばにあり、月寒断層に起因する地震が冬の 18

時に発生した場合、豊平区の被害は、建物の全半壊 3,882 軒、死者 64 人、負傷者 468 人、

重傷者 250 人、停電発生件数 111,866 軒と推定されている。 

 
3） 取組の概要 

避難所訓練やカエルキャラバン（地域の防災訓練プログラムとおもちゃ交換会を組み合わ

せた防災イベント）、地域事業者や団体等との合同訓練を実施した。 
また、誰でも避難所運営ができるよう、『豊平区のみんなでつくる 避難所開設イメージブ

ック』を基礎にして、学校（避難所）ごとにレイアウトや備蓄品のある場所の「見える化」

に取り組んだ。 
さらに、災害時の課題解決のために地域事業者と協力関係を構築し、地域事業者との防災

訓練や防災イベントを実施した。  

取組みの方針 

「自助」「共助」を観点とした取組を進め、 

地域の防災力と災害対応力を向上させる 

平成 30 年（2018 年）９月に発生した北海道胆振東部地震は、この東月寒地区にも、液状化等の

大きな被害をもたらした。大規模な災害が発生した直後は、消防等の行政による「公助」の活

動だけでは限界があるため、市民や事業者における「自助」「共助」の取組が極めて重要であ

る。そこで、北海道胆振東部地震の時の避難所運営等の経験を活かし、東月寒地区における

「自助」「共助」を観点とした取組を進め、これにより地域の防災力と災害対応力を向上させる

ことを目的に、次の２本を柱に計画を作成した。 

・避難所の運営・連携 

・地域の事業者、団体等との連携に向けた協力関係の構築 

Ｒ２年度～ 
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4） 地区防災計画の取組状況 

年 月 項 目 内      容 

Ｒ２.12 地区防災計画に係るモデル地区決定通知 

Ｒ３.２ 防災会議 町連・行政との地区防災計画の意識合わせ 

Ｒ３.３ 意見交換 町連・事業者・行政との意見交換 

Ｒ３.８ 避難場所運営研修 札幌市避難場所運営研修 

Ｒ３.10 避難場所運営研修 札幌市避難場所運営研修 

Ｒ５.６ 地区防災計画 WG アンケート結果についての意見交換、計画策定スケジュール 

Ｒ５.７ 検討会議 地区防災計画について 

Ｒ５.９ 防災イベント ブランチ札幌月寒での防災イベント（展示・アンケート） 

Ｒ５.10 地区防災計画ＷＧ 町連・事業者・行政との意見交換、講演会について 

Ｒ６.２ 防災講演会 

テーマ：胆振東部地震から５年 いざという時に慌てないための

自助と共助 

講師：防災したっけ代表 防災ライフプランナー 水口 綾香氏 

 
5） 防災講演会での有識者のアドバイス 

    
 
6） 取組みの様子 

  

防災イベント 地区防災計画ＷＧ 

・防災で地域貢献したい企業と、平時からの関わり方

を考えることは重要です。 
・イベントを通した地域と企業の関わりづくりを推奨

します。 
（防災したっけ代表 防災ライフプランナー 

水口 綾香氏） 
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7） 地区防災計画の概要 

東月寒地区町内会連合会の計画の項目と、計画内容の一部を以下に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

③避難所の運営・連携 ②大雨災害（洪水氾濫）のリスク 

計画の構成 

 

・ 地区防災計画作成の目的 

・ 対象となる地区 

・ 災害の特徴及び被害想定 

・ 避難所の運営・連携 

・ 地域の事業者、団体等との連携に向

けた協力関係の構築 

・ 今後において継続的に実施・検討を

行う事項 

①地震のリスク 



15 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

計画の説明 

①地震のリスク 

月寒断層による地震が発生した際のリスクを掲載した。 

②大雨災害（洪水氾濫）のリスク 

ハザードマップを掲載し水害のリスクを確認できるようにした。 

③避難所の運営・連携 

誰でも避難所運営ができることを目標に、豊平区のみんなでつくる避難所開設イメー

ジブックの紹介や、避難所の一覧を掲載した。 

④地域の事業者、団体等との連携に向けた協力関係の構築 

災害時の課題解決のために地域事業者と協力関係を構築することを明示した。地域事

業者より提供可能な資源や、平時の連携方法を整理した。 

⑤「要配慮者避難支援」の取組 

一人では避難することが難しい方への支援が大きな課題となっており、今後の検討事

項として要配慮者と個別避難計画についての参考資料と説明を掲載した。 

④地域の事業者、団体等との連携に

向けた協力関係の構築 
⑤「要配慮者避難支援」の取組 




